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酒井ガバナー挨拶 

国際ロータリー第2510地区大会特集 

訃報　西條正博パストガバナーを悼んで 

地区WCS委員会報告 

ロータリーの友委員会より 

ハイライトよねやま93号 

ロータリー財団寄付、米山寄付／文庫通信 

訃報／新入会員の紹介 

事務所移転のお知らせ／例会の変更等について 

10月分出席報告 

地区カレンダー 
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　グレンＥ.エステスRI会長（2004−05）は「ロータリーの友」2004年12月号のRI指定記事の中で「ロータリー

は、ロータリアンと家族を引き離す方向へ進むのではなく、ロータリアンが家族たちを一緒に連れてくる場で

あるべきです」とロータリーと家族のあり方について語っております。

　ロータリー家族月間は2003年から取り入れらました。では「ロータリー家族」という考え方は、どのような

意味を持っているのでしょうか。ロータリアン、そしてロータリーは支援者との間に、家族に似た関係を築く

ことで、多様性を促進すると共に相乗効果を生み出し、ロータリーの素晴らしいDNAを未来に託すための活動

を期待しているのではないでしょうか。そして、その家族が連帯感と友情をはぐくみ、多様な活動と行事を通

して地域社会に奉仕することが大切です。 

　ロータリーが規定する「ロータリー家族」とは一般的な家族、つまり子供、親、その他の親族、元会員の配

偶者および家族、ローターアクト、インターアクト、青少年交換学生、GSE、国際親善奨学生と学友、RYLA

参加者、その他ロータリーとかかわりのあるあらゆる人々を「ロータリー家族」としています。

　ロータリー家族を支援することで、１）友好を築き、２）会員自身の家族関係を向上させます、３）世界理

解と平和を築き、４）国際的な団結と寛容の精神を助長します、５）会員増強に貢献します、６）年齢、性別、

人種、民族、文化、宗教、職業といった多様性に貢献します、７）ロータリーの公共イメージを向上させます、

８）クラブを充実させその奉仕への熱意を高めることができます。

　ロータリアンの仲間と家族同様に接する方法としては、１）誕生日や記念日を忘れずに祝い、２）病気や孤

独、困難に直面しているロータリアンに手をさしのべ、３）喪中のロータリアンを励まし、４）出産、結婚や

卒業を共に祝うことで可能です。

　家族が参加できるロータリー行事としては、１）家族向けに特別に企画された社交行事、２）特別なプログ

ラムが用意されたクラブ会合、３）募金活動の手伝い、４）地域社会奉仕活動、５）青少年交換学生とグルー

プ研究交換学生の受け入れがあります。

　亡くなったロータリアンの配偶者を支援する方法としては、１）ロータリーへの入会を勧める、２）特別な

クラブ行事に招待する、３）「ロータリーの友」を送る、４）クラブ会報を送る、５）定期的に電話で連絡を

取る、６）誕生日を祝うことができるでしょう。

　青少年交換学生を家族の一員として迎え入れるには、１）クラブ会員に、青少年交換学生を家族の一員とし

て迎えるよう奨励し、２）青少年交換学生の母国の家族と連絡を取り合います、３）青少年交換学生が母国に

戻った後も、生涯連絡を取り合うことが大切です。

　インターアクター、ローターアクター、RYLA参加者を家族として迎え入れるためには１）地域社会活動プ

ロジェクト、募金活動、クラブや地区での社交行事、２）クリスマス・パーティ、交替式、３）地区大会、協

議会、４）他地区のインターアクト、ローターアクト、RYLAの活動や行事に参加者を招待します。

　財団学友をロータリー家族として迎え入れるためには、１）ロータリーへの入会を勧め、２）クラブ例会な

どへ講演者として招き、クラブの活動へ参加するよう求めます、３）海外に滞在中は定期的に連絡を取り、４

）学友の帰国を歓迎します、５）「ロータリーの友」やクラブ会報を送ることも有効でしょう。

　皆さまのクラブでは、家族と共にどのような活動をされているでしょうか。皆さまはロータリーに家族を連

れてきていますか、この機会に家族と共にロータリー活動の事例を工夫してみましょう。 

ロータリー家族 

2007～2008年度国際ロータリー 

　第2510地区ガバナー　酒　井　正　人 
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国際ロータリー第２５１０地区大会 

　10月20日（土）、21日（日）の両日に亘り、　　RI会長代理を迎えて函館市民会館、ホテル函館ロイヤルで 

開催されました地区大会には、地区内各クラブより多数のご参加を賜り盛会裡に終了致しました。 

　誠にありがとうございました。

地区大会　第１日　　会長・幹事会（函館市民会館）

RI会長代理歓迎晩餐会（ホテル函館ロイヤル）

【本会議】 
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【記念講演】

【懇親会】

地区大会　第２日　地区会員増強セミナー／地区指導者育成セミナー

地区大会記念ゴルフ大会（10月19日）
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【ロータリー歴】

1968年４月　　　札幌ロータリークラブ入会 
1970〜1971年度　クラブ幹事 
1976〜1977年度　地区幹事 
1983〜1984年度　地区情報資料室室長 
1984〜1987年度　地区ロータリー財団委員長 
1986〜1987年度　地区ポリオ･プラス委員長 
1987〜1988年度　クラブ会長 
1988〜1989年度　地区社会奉仕委員長 
1989〜1990年度　第４分区代理 
1989〜1991年度　地区ロータリー財団推進委員長 
1992〜1993年度　ロータリーの友地区委員 
1994〜1995年度　地区代表幹事 
1996〜1997年度　地区史編纂委員長 
　　　　　　　　地区会員増強委員長 
 

西條正博パストガバナーを悼んで 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パストガバナー　塚　原　房　樹（札幌東ＲＣ） 
　札幌クラブの名誉会員、西條正博パストガバナーが平成19年11月７日、85歳の生涯を閉じられました。

氏は昭和43年札幌クラブにご入会、幹事、会長を経て1995〜96年度に札幌ロータリークラブとしては11人
目のガバナーを務められました。ロータリーを真摯に探求されその該博なロータリー知識は、地区内のロ

ータリアンの拠りどころでありました。

　氏は小堀憲介氏主宰の千種会の第1回会合以来、会の名主的存在でありその知識は日本のロータリーで

五指に数えられるほどでした。私も西條パストガバナーの影の弟子と勝手に自認して、折に触れロータリ

ーの勉強をしてきましたが、いつも西條パストガバナーは遠い存在でした。

　クラブ運営、地区運営、その他ロータリーで分からないところがあれば西條パストガバナーにお伺いを

してきました。まさに氏は「歩く手続要覧」「手続要覧が背広を着たような人」という表現どおりの方で

した。巨星墜（お）つと言いますが、当地区はかけがえのない人を失いました。

　西條パストガバナーの地区に対する功績は数々ありますが、「地区ロータリー文庫（現文献資料室）」の

創設と「地区要覧」の発刊は当地区のロータリーの推進に大きく寄与しました。また特筆すべきことはポ

ール・ハリス没後50周年に当たる1997年に、地区の追悼記念事業として、わが地区構成以来64年にして初

めて「地区史」を発刊されたことです。それにより、ようやくわが地区も他の地区と肩を並べることがで

きました。いまでも西條地区史編纂委員長のもとで、初めて創刊する「地区史」編集の手探りの苦労が思

い出されます。他にも氏は地区の要職を歴任され、地区運営はもとより後進の指導に当たられました。

　我々には本来の仕事がありそのほかにロータリーがあると考えがちです。しかし、氏にとってロータリ

ーは仕事の余暇にあるのではなく、我々の仕事や生活の基本がロータリー的でなければならないと考えら

れ、ロータリーの探求を生涯の課題とされていました。西條パストガバナーはいつも穏やかな温顔を持っ

て接してくださいました。しかし非ロータリー的なものには決して妥協せず厳しい姿勢で臨まれました。

またご自分には厳しい方でした。３年前、私がガバナーに推薦された時、氏は若干体調を崩されていまし

たがことのほか喜ばれて一夕、ガバナーの心構えやこれからの地区運営について親身なアドバイスをいた

だいたのも昨日のようです。私のガバナー月信に対しても、毎月ご丁寧なお便りを頂戴しました。私が今

日あるのは西條パストガバナーのおかげです。長きにわたり多くのことを教えていただき本当にありがと

うございました。地区内のロータリアンの皆様とともにひたすらご冥福をお祈りいたします。　　合掌 
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1998〜1999年度　意義ある業績賞選考委員長 
1999〜2000年度　地区拡大委員長 
2001〜2003年度　地区研修リーダー 

【表彰関係】

ロータリー財団　ロータリー財団地区奉仕賞受賞 
　　　　　　　　マルチプル･ポール･ハリス･フェロー 
　　　　　　　　　べネファクター 
米山記念奨学会　米山功労者マルチプル

西條 正博会員（札幌ＲＣ） 

平成１９年１１月７日ご逝去（享年８５歳）
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「千歳セントラルロータリークラブ」の御支援によります、2006−2007WCS事業チェンマイ地区洪水防止

用チェックダム事業が完成致しました。この事業は２年前より、2510地区内クラブにて支援を行っており、

一昨年前には 100名以上の方が５月からの雨季の洪水により亡くなられましたが、今年は毎年続いており

ました雨季の際の大きな洪水はなく、チェックダム事業の大きな成果と考えられます。

　皆様の温かい御支援により多くの方の人命が救われております。千歳セントラルロータリークラブの皆

様の御支援、本当にありがとうございました。

　また、千歳セントラルロータリークラブ様には、本年度も継続してこの事業への御支援を頂いておりま

す。ここに深く御礼申し上げ、事業完了の御報告をさせて頂きます。

　今後共、各クラブの皆様のWCS事業への温かい御支援と御理解を宜しくお願い申し上げます。 

 

支援クラブ　　　　千歳セントラルロータリークラブ

パートナークラブ

　3360地区ランナ　チェンマイロータリークラブ

実施、事業実施援助　ロータリー3360地区、チェンマイ

　大学、地元警察、3360地区ロータリーユースメンバー、

　青少年交換派遣学生、チェンマイ地区学生ボランティア

ダム設置場所

　Tung Hua Chang 県, Lamphun　地方　設置台数3機 
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地区世界社会奉仕（WCS）事業チェックダム事業完成報告 
－支援クラブ：千歳セントラルロータリークラブ－ 

地区世界社会奉仕委員会 委員長 出村　知佳子
（札幌北RC）
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室で

す。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、2万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えてお

ります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコ

ピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所

にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致し

ます。

文庫通信（２４２号） 

ロータリー文庫 〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3F 
TEL（03）3433－6456　FAX（03）3459－7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp 
開　館＝午前10時～午後5時　　休　館＝土・日・祝祭日 

　　　　　　　　地区大会記念講演から 

◎「二人三脚で乗り越えた介護の日々」　　　　　　　　　　　小山　明子　　　2006　19p（D.2670） 
◎「世界の山々をめざして～世界自然遺産との共生」　　　　　田部井淳子　　　2006　 5p（D.2830） 
◎「21世紀のゴールドラッシュと日本」　　　　　　　　　　　野口悠紀雄　　　2006　17p（D.2710） 
◎「豊かなくるま社会を目指して」　　　　　　　　　　　　　渡辺　捷昭　　　2006　11p（D.2760） 
◎「環境の世紀　日本の世紀」　　　　　　　　　　　　　　　小池百合子　　　2007　 6p（D.2740） 
◎「どうする地球環境問題」　　　　　　　　　　　　　　　　北野　　大　　　2007　 6p（D.2740） 
◎「社会変動を視野に入れた教育」　　　　　　　　　　　　　能勢　隆之　　　2007　20p（D.2690） 
◎「世界を旅して～活きている地球～」　　　　　　　　　　　星野　知子　　　2006　 4p（D.2560） 
◎「国際社会におけるこれからの日本」　　　　　　　　　　　麻生　太郎　　　2007　 7p（D.2580） 

マルチプル･ポール･ハリス･フェロー 
札幌真駒内ＲＣ　神谷　英光　会員（３回）10月26日
札幌真駒内ＲＣ　中山　裕視　会員（４回）10月26日
札　幌　南ＲＣ　橋本　耕二　会員（１回）10月19日
札　幌　南ＲＣ　西川　哲也　会員（２回）10月19日
札　幌　南ＲＣ　島津　宏興　会員（２回）10月19日

米山功労者 
深　　　川ＲＣ　成田　雅敏　会員（３回）10月31日
深　　　川ＲＣ　棚橋　直登　会員（１回）10月31日
深　　　川ＲＣ　山田　圭二　会員（２回）10月31日
岩　見　沢ＲＣ　西川　　昇　会員（９回）10月17日
岩　見　沢ＲＣ　大屋　　均　会員（５回）10月17日
札　幌　北ＲＣ　深浦　信吾　会員（２回）10月 2日
札　幌　北ＲＣ　長太　義雄　会員（２回）10月 2日
札　幌　北ＲＣ　大西　　勲　会員（１回）10月 2日
札 幌 手 稲ＲＣ　針谷　龍宜　会員（９回）10月22日
札 幌 手 稲ＲＣ　三戸　義美　会員（３回）10月22日
札　幌　南ＲＣ　服部　信吾　会員（１回）10月18日
札　幌　南ＲＣ　橋本　耕二　会員（３回）10月18日

ロータリー財団へのご協力に感謝申し上げます 

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます 

ポール･ハリス･フェロー
　江　　　別ＲＣ　笹浪　哲雄　会員　　　　 9月19日
　栗　　　山ＲＣ　椛澤　礼子　さん　　　　10月19日
　栗　　　山ＲＣ　久住　八郎　会員　　　　10月26日
　恵　　　庭ＲＣ　中川　富雄　会員　　　　10月 5日
　登　　　別ＲＣ　寺島紀子夫　会員　　　　10月19日
　　　森　　ＲＣ　向中野貴夫　会員　　　　10月12日

　札　幌　南ＲＣ　クリステンセン・トーキル 会員（８回）10月18日
　札　幌　南ＲＣ　佐藤源五郎　会員（３回）10月18日
　余　　　市ＲＣ　谷川　淑郎　会員（７回）10月11日
　室　蘭　北ＲＣ　日笠　正順　会員（３回）10月31日
　函　　　館ＲＣ　太刀川善一　会員（12回）10月11日
　函　館　東ＲＣ　松山　　茂　会員（１回）10月23日
　函　館　東ＲＣ　渡辺　正道　会員（１回）10月23日
　函　館　東ＲＣ　吉田　　勤　会員（１回）10月23日
 
 
米山功労クラブ 
　函　　　館ＲＣ　　　　　　　　　　10回　10月11日

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］ 
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クラブ雑誌委員長用

２００７−０８年度　ロータリーの友委員会より抜粋

●広告は創刊号より

　定価に関して東西が対立し、遠藤氏が仲裁案

として50円案をだしました。雑誌の体裁として 

は東の活版案になったわけですが、活版で作成

すると原価が93円75銭かかり、予算が不足する

ことははっきりしていました。遠藤氏は仲裁案

を出すときから広告を取って補てんしなければ 

ならないと考えておられたようです。

　定価１００円は1962年12月号まで続き、その

後1974年12月号まで定価１１０円が続きました。 

しかし、印刷代諸物価の値上がりにより1975年

１月号から定価２００円になり現在に至ってい 

ます。

　現在でも『友』にとって広告は大事な収入源

で、1975年以来の２００円を維持していくため

にも、この広告収入が一役かっています。 

 

●その後の『友』の変遷

　1953年の創刊当初は、横組みでのスタートで

したが、その後、歌壇など横組みでは具合の悪 

い記事が出はじめ、これらを縦組みとしたので、

縦組み・横組が交ざった雑誌となりました。

　1972年１月から従来の形式を一変し、縦組み

と横組みに分けた現在の姿になっています。　

　1977年クラブ定款第10条（現13条）の改正に

伴い、公式地域雑誌の規定が設けられ、『ロー

タリーの友』は、1980年７月から公式地域雑誌

（現、ロータリー地域雑誌）となりました。

　『友』の記事はモノクロのみでしたが、1986年

３月号から「ロータリー・アット・ワーク」（横

組み写真ページ）トップの取材ページをカラー

に、縦組みと横組みの巻頭各8ページを2色刷り

にしました。同年12月号からカラーは投稿ペー

ジを加え８ページとなりました。

　1994年３月号から、カラーページを８〜16ペ

ージとし、「ロータリー・アット・ワーク」の

すべての写真をカラーにするとともに、1994−

95年度分から「地区大会略報」「インターアク

ト・ローターアクト・交換学生」もカラーとし

ました。

　1988年11月号から「ガバナーのページ」を、

そして翌年には「ガバナー座談会」（４〜６ペ

ー　ジ）も２色刷りにし、２色のページを大幅

に増やしました。

　1991年７月号から光線の反射をおさえるマッ

ト調の用紙に変えています。

　1990年７月号から、「目次」を横組み２ペー

ジ、縦組み１ページと従来の３倍のページ数に

増やし、文字を大きくしました。

　1993年１月号から、記事は従来の活版印刷か

ら写植に変更しました。

　2002年７月号からはパソコン編集に切り替え、

読みやすさに配慮して一般の雑誌より少し太い 

文字を使用しています。

　2003年７月号から、すべてのページを４色印

刷にして、カラー写真の使用を増やし、親しみ

やすい工夫をしています。

　2007年１月から、従来より白い用紙に変更し

て、カラー写真がより鮮やかに、年齢の高い会

員の方のためにコントラストをつけて文字が読

みやすいように工夫をしました。
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１　寄付金速報　−米山月間の結果は？− 

 

　10月までの寄付金は、前年同期に比べ3.3％減、約1千8百万円の減少でしたが、先月（4.6％減）に比べて

減少幅が小さくなりました。

　普通寄付金が2.7％減、特別寄付金が3.8％減です。 

 

　10月の米山月間には、当財団設立40周年を記念して100万円を寄付していただいたクラブもあり、今月の

寄付累計額5億3千万円は、2003年度以降5カ年の間で2番目に高い金額となっています。

　上期の残り2カ月も引き続きご支援賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

２　2008学年度の米山奨学金申込状況 

 

　2008学年度の米山奨学金（学部・修士・博士課程奨学金、地区奨励奨学金）には、全国344校から1，378

名の応募がありました。 

 

　申込者を国・地域別にみると、中国が58．3％（前年度比▲2.1％）、韓国11.7％（▲2.1％）、台湾6.0％（▲0.7％）、

その他23.9％（＋4.8％）で、「その他」国籍出身者の申込み割合が増加しています。

　課程別では、博士課程が30.9％（▲0.7％）、修士課程57.1％（＋0.5％）、学部課程11.0％（±0.0％）となりま

した。

　指定校になったにもかかわらず、推薦者０名の指定校が毎年発生します。今年は64校（前年度68校）で

した。事前の情報収集など、留学生在籍状況の確認をお願いいたします。なお、「クラブ支援奨学金」には

８地区13クラブから、「地区奨励奨学金」は6地区9校の指定校に対し、5校から14名の応募がありました。

これから11月下旬〜１月下旬にかけて、地区選考委員会による書類選考・面接試験が実施され、２月中旬

には新規採用者595名（2007年11月現在）が決定します。 

 

 

3　台湾学友会が中越沖地震へ義援金 

 

　７月に発生した新潟県中越沖地震は、台湾でも大きく報道されました。そのニュースを受け、台湾の米

山学友会が立ち上がりました。 

（社）中華民国扶輪米山会（台湾米山学友会）の　允恭（ゲンインキョウ）理事長（1971−74／神戸大学大

学院／神戸RC）は、9月の理事会で中越沖地震への義援金送付を提案し、全会一致で承認。呼びかけを始

めると多くの学友から手があがり、１週間で目標額30万円に達しました。

　　理事長は「地震の怖さ、復興までの道のりの長さと辛さは私たちもよく知っています。1999年の台湾

中部の大地震の救援に、日本から多くのボランティアが駆けつけてくれたことは忘れられません」と、寄

付に込めた思いを語ってくれました。

　なお、集められた義援金は、陳思乾前理事長が来日した際、坂下事務局長に手渡されました。台湾学友

会は、2004年の中越地震の際も30万円の義援金を送っています。

★ハイライトよねやま９３号★ 
（財）ロータリー米山記念奨学会 
　　２００７年１１月１２日 発行 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母国ネパールで、縫製や刺繍の技術を教えて貧困女性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の自立を支援する職業訓練施設「ルーザー・トレーニン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グセンター」を設立した米山学友のアルチャナ・シュレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタ・ジョシさん（2001-02／鈴鹿国際大学／鈴鹿西RC）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が10月26日、米山奨学会事務局を訪問してくれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼女の活躍は、「ロータリーの友」よねやまだより

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2007年３月号に掲載）や豆辞典などでも紹介してきま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。懸命な努力で授業料免除プログラムを継続するア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルチャナさんの姿に、世話クラブの頃からのアドバイザ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーでもある松本裕夫さん（現：芦屋RC会員）はじめ、多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のロータリアンが共感し、支援の輪が広がっています。

（松本さんは、「ルーザー支援の会」を立ち上げています。関心のある方はmatsumoto.ah@gmail.comまで）。

　昨年、母国のラリトプールRCに入会し、ロータリアンにもなりました。いつかは専門学校をつくりたい

という夢に向かって挑戦を続けるアルチャナさんに、心からのエールを送ります。

　アメリカのベンチャー企業で新薬の開発・研究をして

いる米山学友、張�虞安（チョウイゥアン）さん（中国／

1998-2000／近畿大学大学院）が、世話クラブの交野RC
【第 2660地区】を通じて、 アメリカから米山奨学会へ

1,000ドル（日本円に換算後、11万2,030円）を寄付してく

れました。

　米山月間の10月は自身の誕生月でもあるという張さん

は、半年前に現在の職場へ転職し、奉仕の機会を探して

いたと言います。交野RCの猪奥年紀会長は、海外に居て

なおロータリーや米山奨学会へ心を寄せ続ける張さんの

行為に感激し、同額の寄付をしました。

　当初、匿名での寄付を申し出、表彰を固辞していた張さんですが、会員たちの勧めもあり、来る12月の

地区大会では第1回米山功労者として新谷ガバナーから表彰されることになっています。

●張さんからのコメント●

　いつか経済的に成功したら米山奨学会へ寄付しようと思いながら、なかなか行動にうつせないでい

ました。そんなある日、新聞で“豊かな生活への知恵”という記事を読みました。そこには一つの方

法として、収入の１割を社会へ還元することが示されていました。

　自分がやっていることは、ただ自分のためだけでなく、人間全体の生活につながり、人へ希望を与

える以上に自分の希望を確認できる、と。今回の寄付でそういう感覚を体験することができました。

いただいた奨学金の金額より、皆さんの真心と期待の方がもっと重みがあると感じています。恩返し

のために米山奨学基金を増やすのは、私が一生をかけて目標とすることの一つです。

　今回の寄付は手始めに過ぎません。今後、10倍、また100倍の寄付をしたいと思っています。どれく

らい早く達成できるかわかりませんが、一生をかけて頑張ります。

　真実によって真心を引き出すロータリアンの皆さんに、改めてお礼を伝えたいと思います。

４　ネパールで貧困女性の自立支援に取り組むアルチャナさんが来訪

５　中国の学友から1，000ドルの寄付【米山学友　張　虞安さん】
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室で

す。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、2万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えてお

ります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコ

ピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所

にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致し

ます。

文庫通信（２４２号） 

ロータリー文庫 〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3F 
TEL（03）3433－6456　FAX（03）3459－7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp 
開　館＝午前10時～午後5時　　休　館＝土・日・祝祭日 

　　　　　　　　地区大会記念講演から 

◎「二人三脚で乗り越えた介護の日々」　　　　　　　　　　　小山　明子　　　2006　19p（D.2670） 
◎「世界の山々をめざして～世界自然遺産との共生」　　　　　田部井淳子　　　2006　 5p（D.2830） 
◎「21世紀のゴールドラッシュと日本」　　　　　　　　　　　野口悠紀雄　　　2006　17p（D.2710） 
◎「豊かなくるま社会を目指して」　　　　　　　　　　　　　渡辺　捷昭　　　2006　11p（D.2760） 
◎「環境の世紀　日本の世紀」　　　　　　　　　　　　　　　小池百合子　　　2007　 6p（D.2740） 
◎「どうする地球環境問題」　　　　　　　　　　　　　　　　北野　　大　　　2007　 6p（D.2740） 
◎「社会変動を視野に入れた教育」　　　　　　　　　　　　　能勢　隆之　　　2007　20p（D.2690） 
◎「世界を旅して～活きている地球～」　　　　　　　　　　　星野　知子　　　2006　 4p（D.2560） 
◎「国際社会におけるこれからの日本」　　　　　　　　　　　麻生　太郎　　　2007　 7p（D.2580） 

マルチプル･ポール･ハリス･フェロー 
　札幌真駒内ＲＣ　神谷　英光　会員（３回）10月26日
　札幌真駒内ＲＣ　中山　裕視　会員（４回）10月26日
　札　幌　南ＲＣ　橋本　耕二　会員（１回）10月19日
　札　幌　南ＲＣ　西川　哲也　会員（２回）10月19日
　札　幌　南ＲＣ　島津　宏興　会員（２回）10月19日

米山功労者 
　深　　　川ＲＣ　成田　雅敏　会員（３回）10月31日
　深　　　川ＲＣ　棚橋　直登　会員（１回）10月31日
　深　　　川ＲＣ　山田　圭二　会員（２回）10月31日
　岩　見　沢ＲＣ　西川　　昇　会員（９回）10月17日
　岩　見　沢ＲＣ　大屋　　均　会員（５回）10月17日
　札　幌　北ＲＣ　深浦　信吾　会員（２回）10月 2日
　札　幌　北ＲＣ　長太　義雄　会員（２回）10月 2日
　札　幌　北ＲＣ　大西　　勲　会員（１回）10月 2日
　札 幌 手 稲ＲＣ　針谷　龍宜　会員（９回）10月22日
　札 幌 手 稲ＲＣ　三戸　義美　会員（３回）10月22日
　札　幌　南ＲＣ　服部　信吾　会員（１回）10月18日
　札　幌　南ＲＣ　橋本　耕二　会員（３回）10月18日
　

ロータリー財団へのご協力に感謝申し上げます 

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます 
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ポール･ハリス･フェロー
　江　　　別ＲＣ　笹浪　哲雄　会員　　　　 9月19日
　栗　　　山ＲＣ　椛澤　礼子　さん　　　　10月19日
　栗　　　山ＲＣ　久住　八郎　会員　　　　10月26日
　恵　　　庭ＲＣ　中川　富雄　会員　　　　10月 5日
　登　　　別ＲＣ　寺島紀子夫　会員　　　　10月19日
　　　森　　ＲＣ　向中野貴夫　会員　　　　10月12日

　札　幌　南ＲＣ　クリステンセン・トーキル 会員（８回）10月18日
　札　幌　南ＲＣ　佐藤源五郎　会員（３回）10月18日
　余　　　市ＲＣ　谷川　淑郎　会員（７回）10月11日
　室　蘭　北ＲＣ　日笠　正順　会員（３回）10月31日
　函　　　館ＲＣ　太刀川善一　会員（12回）10月11日
　函　館　東ＲＣ　松山　　茂　会員（１回）10月23日
　函　館　東ＲＣ　渡辺　正道　会員（１回）10月23日
　函　館　東ＲＣ　吉田　　勤　会員（１回）10月23日
 
 
米山功労クラブ 
　函　　　館ＲＣ　　　　　　　　　　10回　10月11日

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］ 
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新入会員の紹介 

様似RC 

下條登喜夫 
０７年８月１日入会 

水産物卸 

栗沢RC 

片山　義範 
０７年９月１日入会 

商工会 

苫小牧東RC 

木村　京子 
０７年１１月１５日入会 

生命保険 

岩見沢RC 

賀好　守穂 
０７年１１月１６日入会 

電信電話業 

札幌大通公園RC 

遠藤　雅文 
０７年７月１日入会 

弁護士 

滝川RC 

白田　富久 
０７年１１月１日入会 

小売業 

伊達RC 

中川　哲夫 
０７年１０月１６日入会 
団体（商工会議所） 

様似RC 

工藤　　仁 
０７年８月１日入会 
日本酒小売 

札幌北RC 

大越　誠幸 
０７年８月６日入会 

造園業 
 

札幌北RC 

千田　秀侍 
０７年１０月１日入会 

郵政事業 
 

帰山　一弥会員 
（函館亀田RC） 

〈76歳〉 
平成19年10月27日逝去 

中澤　誠一会員 
（函館五稜郭RC） 

〈54歳〉 
平成19年11月12日逝去 

（敬称略） 

ロータリー歴 
1972年7月4日　入会 
1975～76年度　幹事 
1980～81年度　会長 
1989～90年度　分区代理（10分区） 
その他各委員長歴任 
 
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 

ロータリー歴 
2004年5月6日　入会 
2005～06年度　新世代活動推進委員長 
2006～07年度　米山記念奨学副委員長 
2007～08年度　米山記念奨学委員長 

訃　報 慎んでお悔やみ申し上げますとともに、心から 
ご冥福をお祈りいたします。 

毛利　吉宏会員 
（余市RC） 

〈62歳〉 
平成19年10月5日逝去 

市町　成寿会員 
（苫小牧東RC） 

〈57歳〉 
平成19年9月30日逝去 

ロータリー歴 
1981年8月1日　入会 
1989～90年度　幹事 
1993～94年度　会長 
 
通算22年100％皆出席 
ポール・ハリス・フェロー 

ロータリー歴 
2003年7月4日　入会 
2005～06年度　 
　　職業奉仕委員長 
2007～08年度 
　　友好クラブ委員長 
他歴任 
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ガバナー月信11月号にて訂正がありましたので再度ご紹介致します。 
関係各位に深くお詫び申し上げます。 
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１２月のロータリーレート：１ドル＝１１2円 

例会曜日・例会時間・例会場の変更等について 

事務所移転のご案内 

砂川ＲＣ 

江別ＲＣ 

千歳ＲＣ 

江別西ＲＣ 

岩見沢ＲＣ 

岩内ＲＣ 

小樽ＲＣ 

室蘭北ＲＣ 

白老ＲＣ 

苫小牧ＲＣ 

苫小牧東ＲＣ 

１２月１９日（水）夜間例会「夫婦忘年会」１８：３０～　場　所：砂川パークホテル 

１２月２６日（水）休日（定款第５条第１節により） 

 

１２月　６日（木）移動例会　１２：３０～　　　　　　　場　所：勤労者研修センター（江別市緑町西１丁目１０３） 

１２月２０日（木）家族例会　１８：３０～　　　　　　　場　所：江別市民会館３７号室（江別市高砂町６） 

１２月２７日（木）、１月　３日（木）休会 

 

：事務所所在地のホテル名が変更となりました。 

　旧：千歳全日空ホテル　→　新：ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳 

 

１２月１１日（火）移動例会｢男の簡単料理実習会｣　１２：３０～ 

　　　　　　　　　　　場　所：野幌公民館 

１２月２５日（火）は下記に変更します 

１２月２２日（土）クリスマス家族例会　　１８：００～ 

　　　　　　　　　　　場　所：マキシド ルパ 

 

１２月　７日（金）移動例会　１２：３０～ 

　　　　　　　　　　　場　所：岩見沢市議会本会議場・市長執務室（岩見沢市鳩ヶ丘１丁目） 

１２月２１日（金）家族忘年夜間例会　１８：００～ 

１２月２８日（金）、１月４日（金）休会（定款第５条第１節により） 

 

１２月１３日（木）夜間例会｢年次総会及び年忘れ夫人同伴懇親会｣　１８：３０～ 

　　　　　　　　　　　場　所：ウイング（電話０１３５-６２-３０３３） 

１２月２７日（木）休会（定款第５条第１節により） 

 

１２月１８日（火）移動夜間例会　１７：４５～ 

　　　　　　　　　　　場　所：ヒルトン小樽（小樽市築港１１－３） 

 

１２月１１日（火）夜間例会｢クリスマス家族例会｣　１８：３０～ 

　　　　　　　　　　　場　所：ホテルサンルート室蘭 

１２月２５日（火）休会（定款第５条第１節により） 

 

１２月１８日（火）移動夜間例会｢忘年会・クリスマス会｣　１８：００～ 

　　　　　　　　　　　場　所：キャメル（白老町大町） 

１２月２５日（火）、１月１日（火）、１月８日（火）休会 

 

１２月１４日（金）は下記に変更します 

１２月１３日（木）移動夜間例会｢通算第２５００回記念例会｣　１８：００～ 

　　　　　　　　　　　場　所：於久仁（苫小牧市若草町4-1-17） 

１２月２１日（金）移動夜間例会を通常例会に変更　１２：３０～ 

１２月２８日（金）休会（定款第５条第１節により） 

 

１２月１３日（木）移動夜間例会｢２００７
，
忘年会｣　１９：００～ 

　　　　　　　　　　　場　所：ノーザンホースパーク（苫小牧市美沢１１４－７） 

１２月２７日（木）休会（定款第５条第１節により） 

 

苫小牧東RC、苫小牧北RC：〒０５３-００２２　苫小牧市表町２丁目３-１８　富士ビル５階 
各々のクラブ電話番号、FAX番号は変更ありません。 
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クラブ数 

期首会員数 

当月末会員数（女性） 

増加会員数 

当月平均出席率 

７３クラブ 

２，８６１人 

２，９５１人（９９人） 

９０人 

８５．７４％ 
1 

 

 

 

 

 
２ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 
６ 

79.75 

85.76 

80.00 

73.33 

88.27 

81.42 

91.06 

79.33 

91.43 

79.00 

85.21 

87.87 

91.90 

85.99 

91.58 

88.30 

96.67 

100.00 

78.82 

90.14 

98.12 

100.00 

76.00 

86.41 

74.21 

90.64 

88.98 

99.33 

89.21 

96.41 

98.44 

100.00 

97.01 

97.58 

68.19 

65.00 

95.90 

89.82 

69.10 

77.00 

88.46 

84.68 

79.80 

88.62 

88.30 

82.28

2 

1 

0 

0 

0 

3 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

3 

0 

4 

1 

2 

1 

12 

0 

1 

4 

6 

0 

4 

5 

1 

21 

0 

5 

0 

3 

0 

2 

7 

3 

20 

0 

3 

0 

0 

2 

0 

5 

10

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

2 

-1 

1 

2 

-1 

-1 

0 

2 

0 

1 

0 

0 

1 

9 

0 

0 

4 

2 

1 

2 

2 

20 

11 

-3 

0 

0 

7 

1 

0 

0 

16 

2 

-1 

5 

1 

-1 

0 

3 

9

36 

51 

10 

15 

51 

163 

30 

45 

52 

100 

227 

39 

33 

30 

92 

35 

24 

32 

34 

319 

132 

18 

26 

45 

53 

63 

45 

37 

419 

119 

20 

68 

35 

94 

11 

18 

31 

396 

26 

48 

71 

76 

21 

11 

41 

294

36 

49 

10 

15 

51 

161 

30 

43 

53 

99 

225 

40 

34 

30 

90 

35 

23 

32 

34 

318 

123 

18 

26 

41 

51 

62 

43 

35 

399 

108 

23 

68 

35 

87 

10 

18 

31 

380 

24 

49 

66 

75 

22 

11 

38 

285

３ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

５ 

４ 

４ 

４ 

５ 

4 

４ 

５ 

５ 

５ 

５ 

4 

4 

４ 

５ 

4 

４ 

４ 

 

 

 

３ 

4 

4 

4 

４ 

４ 

４ 

4

3 

４ 

４ 

４ 

4 

４ 

５ 

小　　　　　計 

小　　　　　計 

小　　　　　計 

小　　　　　計 

小　　　　　計 

小　　　　　計 

深 川  

羽 幌  

妹 背 牛  

小 平  

留 萌  

赤 平  

芦 別  

砂 川  

滝 川  

千 歳  

千歳セントラル 

恵 庭  

北 広 島  

長 沼  

由 仁  

え り も  

三 石  

様 似  

静 内  

浦 河  

伊 達  

室 蘭  

室 蘭 東  

室 蘭 北  

登 別  

洞 爺 湖  

函 館  

函 館 亀 田  

森 

七 飯  

長 万 部  

函館セントラル 

江 差  

函 館 五 稜 郭  

函 館 東  

函 館 北  

北 斗  

松 前  

白 老  

苫 小 牧  

苫 小 牧 東  

苫 小 牧 北  

美 唄  

江 別  

江 別 西  

岩 見 沢  

岩 見 沢 東  

栗 沢  

栗 山  

当 別  

札 幌  

札幌あけぼの 

札幌はまなす 

札 幌 北  

札幌モーニング 

札 幌 西  

札 幌 西 北  

札 幌 手 稲  

札 幌 東  

札 幌 清 田  

札 幌 幌 南  

札 幌 真 駒 内  

札 幌 南  

札幌大通公園 

札幌セントラル 

新 札 幌  

岩 内  

倶 知 安  

小 樽  

小 樽 南  

小 樽 銭 函  

蘭 越  

余 市  

75.75 

83.60 

91.44 

84.12 

87.03 

　84.09 

84.34 

87.50 

92.00 

74.00 

100.00 

81.82 

87.06 

76.36 

100.00 

93.90 

100.00 

84.85 

100.00 

92.52 

77.30 

100.00 

75.00 

76.00 

72.17 

73.33 

78.97 

49.50 

100.00 

89.05 

90.84 

67.00 

80.00 

79.40 

66.70 

81.05 

94.44 

92.99 

83.80 

85.74

3 

1 

0 

0 

3 

0 

7 

0 

1 

1 

1 

2 

5 

0 

0 

0 

2 

2 

0 

4 

0 

2 

0 

0 

0 

1 

3 

1 

0 

5 

0 

2 

0 

8 

0 

2 

1 

2 

5 

99

3 

3 

2 

0 

0 

-1 

7 

0 

1 

2 

3 

0 

6 

2 

1 

0 

1 

1 

0 

5 

2 

2 

4 

1 

1 

2 

12 

1 

2 

2 

2 

-1 

0 

6 

0 

5 

-1 

0 

4 

90

67 

32 

42 

17 

18 

11 

187 

22 

16 

20 

78 

33 

169 

55 

47 

44 

36 

33 

9 

224 

91 

45 

36 

17 

9 

30 

228 

19 

63 

45 

31 

19 

5 

182 

25 

58 

27 

33 

143 

2,951

64 

29 

40 

17 

18 

12 

180 

22 

15 

18 

75 

33 

163 

53 

46 

44 

35 

32 

9 

219 

89 

43 

32 

16 

8 

28 

216 

18 

61 

43 

29 

20 

5 

176 

25 

53 

28 

33 

139 

2,861

7 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 
９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12

合　　　　　　計 

小　　　　計 

小　　　　計 

小　　　　計 

小　　　　計 

小　　　　計 

小　　　　計 

4 

４ 

4 

５ 

３ 

４ 

４ 

３ 

４ 

５ 

５ 

４ 

４ 

４ 

５ 

５ 

４ 

４ 

４ 

５ 

４ 

４ 

４ 

５ 

４ 

５ 

４ 

４ 

４ 

５ 

３ 

４ 

４ 
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会 員 数  
出席率 ク ラ ブ 名  

例
会
数 

グ
ル
ー
プ 07.7.1 07.10.31 増　減 内女性 

会 員 数  
出席率 ク ラ ブ 名  

例
会
数 

グ
ル
ー
プ 07.7.1 07.10.31 増　減 内女性 

１０月出席率・会員増減数 出席率・会員数 



地区カレンダー（１２月・１月） 
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１２月　ロータリー家族月間 １月　ロータリー理解推進月間 
１（土） 

２（日） 

３（月） 

４（火） 

５（水） 

 

６（木） 

７（金） 

８（土） 

 

９（日） 

１０（月） 

１１（火） 

１２（水） 

１３（木） 

１４（金） 

１５（土） 

１６（日） 

１７（月） 

１８（火） 

１９（水） 

２０（木） 

２１（金） 

２２（土） 

２３（日） 

２４（月） 

２５（火） 

２６（水） 

２７（木） 

２８（金） 

２９（土） 

３０（日） 

３１（月） 

１（火） 

２（水） 

３（木） 

４（金） 

５（土） 

６（日） 

７（月） 

８（火） 

９（水） 

１０（木） 

１１（金） 

１２（土） 

１３（日） 

１４（月） 

１５（火） 

１６（水） 

１７（木） 

１８（金） 

１９（土） 

２０（日） 

２１（月） 

２２（火） 

２３（水） 

２４（木） 

２５（金） 

２６（土） 

２７（日） 

２８（月） 

２９（火） 

３０（水） 

３１（木） 

地区派遣GSE帰国報告会（札幌） 

地区ガバナー補佐会議（札幌） 

 

 

札幌ＲＣ創立７５周年記念式典（札幌） 

地区ガバナー指名委員会（札幌） 

 

 

次期地区ガバナー補佐会議（札幌） 

青少年交換オーストラリア長期受入生送別会（札幌） 

 

 

 

 

 

 

国際大会第１次登録締切日 

 

 

 

 

 

次期ガバナー・地区米山委員長合同セミナー（東京） 

 

天皇誕生日 

振替休日 

 

元日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００８学年度米山奨学生選考試験（札幌） 

～２０日（日）国際協議会（米国・サンディエゴ） 

成人の日 
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